
内閣府主催の大規模地震時医療活動訓練に参加しました 

 

 

2022 年 10 月１日（土）、内閣府が主催する「令和４年度大規模地震時医療活動訓練」に当院の

ＤＭＡＴ隊員８名が参加しました。訓練は、最大震度７の南海トラフ地震を想定し、国、地方公

共団体、災害拠点病院等が連携して、大規模地震時医療活動組織体制の機能と実効性の検証及び

防災関係機関の相互協力の円滑化を目的に実施されました。訓練は当院を始めとする愛知県内

の災害拠点病院、名古屋空港、愛知県庁など複数の会場で実施され、県内外から多数の医療スタ

ッフが参集し、開催されました。 

 

愛知県地域保健医療活動計画では、県内で大規模災害が発生し、患者の救急搬送・ライフライン・

物資の支援ニーズが生じた際には、県庁にＤＭＡＴ調整本部が設置され、県内の医療圏毎にＤＭ

ＡＴ活動拠点本部が設置されることになっています。東三河南部・北部医療圏においては当院に

ＤＭＡＴ活動拠点本部が設置されることとなっており、大規模災害発生時には、当院を拠点とし

て東三河地域の病院に対する支援や各種医療活動が展開されます。 

 

同訓練は、そのような計画に基づき、当院に県内外から多数の支援ＤＭＡＴが参集し、ＤＭＡＴ

活動拠点本部の設置と運営、東三河地域における被害状況の把握や病院支援、入院患者や傷病者

の転院搬送調整等が実施されました。 

 

午前 10 時過ぎ、当院２階に東三河南部・北部医療圏のＤＭＡＴ活動拠点本部が設置され、当院

医師の鈴木健本部長による指揮の下、夕方まで多数のＤＭＡＴ隊員が真剣な眼差しで訓練に臨

みました。 

 

愛知県東三河南部・北部医療圏の災害拠点病院として、また、ＤＭＡＴ活動拠点本部が設置され

る当地域の中核病院として、当院ＤＭＡＴは今後も各種の訓練や研修に積極的に参加し、来る大

規模災害等に備えていきます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


